
  

「下
工 

弁
慶
号
」を
応
援
す
る
会 

趣
意
書 

  

「
下
工 

弁
慶
号
」
が
誕
生
し
、
今
年
が
ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
年
に
な
り
ま
し
た
。
こ 

の
一
〇
〇
年
間
に
は
、
幾
多
の
変
遷
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
区
切
り
の
年
に
「
下
工 

弁
慶
号
」は
、
又
新
し
い
ペ
ー
ジ
を
加
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

三
重
県
桑
名
市
の
軽
便
鉄
道
「
北
勢
線
」
の
終
着
駅
の
阿
下
喜
に
三
年
前
に
貸
し
出 

さ
れ
、
地
元
の
有
志
に
よ
り
完
全
修
復
さ
れ
当
地
で
大
き
な
話
題
と
な
る
と
と
も
に
大 

活
躍
し
ま
し
た
。
こ
の
完
全
修
復
さ
れ
た
「
下
工 

弁
慶
号
」
が
、
今
年
四
月
に
再
び 

下
松
市
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
帰
る
と
す
ぐ
東
京
都
墨
田
区
に
あ
る
「
江
戸
東
京
博
物 

館
」
か
ら
「
大
鉄
道
博
覧
会
」
へ
の
展
示
依
頼
が
あ
り
、
今
年
七
月
十
日
か
ら
九
月
九 

日
ま
で
、
展
示
・
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
「
下
工 

弁
慶
号
」
は
、
今
や 

下
松
市
、
山
口
県
だ
け
の
財
産
で
は
な
く
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
文
化
遺
産
で
も
あ 

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
こ
の
文
化
遺
産
が
末
永
く
愛
さ
れ
続
け
る
こ
と
を
願
い
有
志
に
よ
り
、
『
「
下 

工 

弁
慶
号
」
を
応
援
す
る
会
』
を
立
ち
上
げ
、
影
な
が
ら
応
援
し
て
行
こ
う
と
決
意 

し
た
し
だ
い
で
す
。
会
と
し
て
は
、
「
下
工 

弁
慶
号
」
の
資
料
の
収
集
と
保
存
、
「
下 

工 

弁
慶
号
」
の
Ｐ
Ｒ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
、
「
下
工 

弁
慶
号
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ 

ー
・
切
手
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
作
成
・
販
売
、
収
益
金
の
下
松
市
役
所
へ
の
寄
付
、 

「
下
工 

弁
慶
号
」
の
イ
ベ
ン
ト
ヘ
の
参
加
、
会
員
へ
の
連
絡
・
資
料
の
提
供
等
々
の 

活
動
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
会
員
を
広
く
募
集
す
る
し 

だ
い
で
す
。 

 

平
成
十
九
年
六
月
十
六
日 

  

発
起
人 

 
 

鈴
木 

基
彦 

（山
口
県
立
下
松
工
業
高
等
学
校 

前
校
長
） 

〃 
 
 
 
 

竹
中 
 

清 

（山
口
県
立
下
松
工
業
高
等
学
校 

元
校
長
） 

〃 
 
 
 
 

野
田 

泰
典 

（山
口
県
立
下
松
工
業
高
等
学
校 

同
窓
会
長
） 

〃 
 
 
 
 

石
田 

和
久 

（山
口
県
立
下
松
工
業
高
等
学
校 

同
窓
生
） 

〃 
 
 
 
 

池
田 

隆
志 

（下
松
市
在
住 

」舞
台
演
出
家
） 

  

会
の
運
営
費 

寄
付
、
収
益
金 

（
会
費
徴
収
な
し
） 

  


